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1　 は じめに

　 上 方の 浮世草子 を継 ぐ遊里 文 学、洒落本か ら 「通 」

と呼ばれた男性 の 服飾の 変化を明 らか に した前稿を

もとに 近世遊客の 色彩表象の 全体像を読み取 る。洒

落本 は 江 戸 中期以降発 展 した 「衣装付 け 」 と呼 ばれ

る ト書 きを持 っ 独特 の 形式で ある。遊里 の 色男 「通 1

た ちは 当初 「黒」 を好ん だが、寛政期以降に 遊里 の

客層 が 商人に代わ る と遊里を支配す る色は 、藍や御

納 戸 色な ど現 代で 言 う 「青」 へ 変化 した 。
「通 」 「い

き」 の 用語 は 広 く知 られ て い るが 、色男達 が 求 め た

色とそれ以外の 遊客の 色彩表象を考察する 。 江戸時

代 は裏地に も気 を配 っ た こ とか ら表着 と裏地 の 色彩

関係を合わせ て 考察 し江戸男性の 美意識を探る。

2　研 究の方法 と目的

　洒 落本作品、約 650 編す べ て に 目を通 し て色彩

記 述 の 有無 を 調 べ た 結果 、男 女を 問 わ ず 小 袖 、羽 織 、

帯 の 色彩表記 が あ るもの は 240 作 を超 え て お り 4

0 ％弱に色彩 の 衣装付けが記述 され て い た 。そ こ で

前稿 の 表 1 （追加版） と表 2 （男性服飾全般） を作

成 し時間 の 経過 に伴 う表象 の 変遷 を追 っ た。

3　考察と結果

（1）遊里 における 「通」
・「い き」 の色

　洒 落本 の 成 立 は享保 13 年 （1728） で あ るが 、酒

落本 が 最も描き た か っ た 「通 」 と い う視点を体現す

る 「通 人 」 とい う語が初め て 登 場 した の は 『古今吉

原大全 』 （1768） で あ る。「瀟 落 を表 と し、、人 品 高上

に して ．実 を裏 と し。風 流 をもっ て あそ ぶ を。真 の

通人 とい ふ 」 （洒落本大成 5 巻） と表現 され て お り、

そ の 風 俗は 主 に黒 羽 二 重 で あ る。『間 似合 早 粋』

（1768）で も 「衣装は 当世外 い ろ い ろ は やれ ど もっ

まる所 は黒が よ し」 とあ る。そ の 後 「通 」 の 失墜を

経て 登場 した の が藍 色、花色、御 納戸色 を身 に つ け

る江戸 の 通 ＋ 「異気仕 立 て」 と、通 な らず 野暮な ら

ず の 「不通」 の 男で ある。こ の 寛政期に遊女に もて

た男の 服装 と して 「あい お なん どの つ む ぎの は お り、

上着 もつ い の あい おなん ど 、 花色 しゅ す の 帯 」『三人

酩酊』な ど江戸 の 遊里は色彩 が
一変す る。したが っ

て 洒落本 にみ る 「通 」 の 主な衣類 の 色 は 「黒」、
「意

気 ・異気 ・い き」 と 呼ばれ た男の 衣類 は 「藍」 中心

で あ っ た こ とが読み取れた。

（2）遊里で好まれた衣類別の 色

（遊里全体 で 表象 された色彩 を分析す る ： 表参照

【小袖】宝暦 ・明和期と地味 な中に も明 る い 色 で推

移 し て い た 色が安永期 で 色数 を含め ピーク を迎 え る。

これ は 遊 里 全体 が潤 っ て い た 全盛 期 と重 な り、「大

通」 と呼 ば れ た 富裕 町人 が 羽振 りを利 か せ た 頃で あ

る。注目は 小袖の裏色で 、それ ま で の御納戸茶か ら

萌黄や空色 とい っ た明 るい 色が裏地 に 登 場 し 「底 至

り」 の 始 まりと言 える。そ の 後 江戸バ ブル が崩壊 し

飢饉が 増 え た 天 明期 は 、黒茶 の 憲法色や 鼠な ど地味

な色 が増える 。 こ う した色彩が大き く変 化し た の は

寛政期 で御納戸 系 の 色が 遊里 を席巻 した。文化 文政

期 に 向 け て は 茶 色 が増え る。鼠 に 関 して は 興味深 い

こ とに遊里 で 身 につ け て い る人物 は冴えな い 男で あ

る場合が 多い 。

【羽織】小袖 と比較す る と色数は 少 ない 。安永 ・明

和 に か けて は黒 と茶色が ほ とん どだが、 こ こ で の 注

目は安永 ・
天明期の 人気色、鳶色である。天明 3 年

（1783）『彙軌本紀』に 当世流行 した もの と して 「ひ

わ茶 とび茶大名縞。長羽織
…

」 とある。しか し こ の

色 を好ん だ の は 「きを い 」 と呼ばれ る男伊達を気取

っ た 者達で 、「通 」 とはま っ た く違 う存在 で ある c、そ

の 後 の 寛政期で は御納戸や藍色が 主流 となる。文化

文 政 に か け て 茶色 が
一

気 に 増 え る の は 小 袖 と同 じで

ある。新 し い 色名 が 多数登場す る 。 鼠色 に 関し て は

寛政期以降に表着 も裏も衣装付 けにな い ．小袖 と羽

織 の 組み合わせ は、藍系 の 濃淡や茶系の グ ラ デー
シ

ョ ン と し て 表象 され て い る 場面 が 多 い 。配色 に つ い

て は 別 の 機会に詳 し く紹介 し たい 。

【帯】帯は 着物 に お い て 重要な ア ク セ ン トで あ る。
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時代 ご とに 大きな変化 が 見 え る．最大 の 特徴 は安永

期 の 「腹 切帯 」の 流行 で ［緋色 」 が 何度 も登 場す る。

こ れは主 に通 人が締め た と
．
考え られ る が 、 他 も藤色

や空色、花色な ど明 る い 色が 多 い e 黒色 の 帯は江 戸

を通 し て人気だ っ た が こ の バ ブル 時期だけ存在 し な

い の は 興味深 い 。寛政期は御納戸 、花色の 全盛で あ

る。 文化文政期以降は茶系 の 帯が増え 、 歌舞伎 の 人

気色も見える。

4 、 まとめ 鼠 ・茶 ・藍の変遷

　茶 色は 江 戸全期を通 し て 人気色で あ っ た が 、洒落

本 で は 前期 の 黄味 の 茶 か ら 緑 味 の 茶 に シ フ トして い

る の が読み 取れ る 。 青は 寛政期の 藍と御納戸色が最
．

大 の 変化 で あ る。前期 の 空色、浅黄な どか ら濃 い 色

へ の 変化が認め られ る。鼠は 遊里で は低調 で 遊客に

は 人気がな い
。 こ れ は 今後考察が必要 で ある。結論

として こ れ まで詳細 に検討 され なか っ た近 世男性 衣

類 の 変化だ が、本研 究に よ り江戸中 ・後期 に遊里 で

好 まれ た 衣類表象の 色彩が 明 らか にな っ た 。

踊 明和 嚇 天 明 寛政 享和・文化・文政以降

（1751 − 63 ＞ （1764 − 71 ） （1772 − 80 ） （1781 − 88 ） （1789 〜1800 ） （1801 〜29 ）

空色．花 色 藍さび、浅黄 空色、花色、藍さび 藍、 藍、鉄御納 戸
藍 御納 戸、御 納戸、藍

小袙 丁子 茶 鳶色 御納戸茶、茶 浅黄 御納戸茶、 茶、鳶色 茄子 色 藍御納戸
茶、丁子 茶、

（衰 ） 鼠、黒 鼠 、黒 茶、青茶 鳶色． 柳鼠 湊鼠 茶 、憲 法
鼠、松葉色

黒 灰 毛色 憲法、黒 どぶ 鼠．鼠、濃鼠

空色 、萌黄 、 花 色 花色 、藍
（裏 ） 御納戸茶 御納戸茶 御納戸

青茶、黄唐茶 御納戸 茶 鼠

鶸 こげ茶、丁子茶 黒、黒鳶 鳶
黒 黒、憲法 黒、憲法．紺、鉄納 戸、

（表 ） 黒
黒

茶、媚茶、鳶茶
鳶 茶、茶 藍御納戸、藍．御納戸 当世 茶、生壁色、千歳

鼠 藤 鼠、鼠 茶御 納 戸茶 、茶 、

（裏 ） 御納 戸茶 一 紺 、御 納 戸 茶、媚 茶 鼠 藍、鼠 黒、御 納戸 茶

紺、空色、花色、
媚茶、当世茶、 花色、黒 藍御納戸、花色、 花色、納 戸

帯 茶、鼠 黒 鶸茶、茶、
鼠 御納 戸茶、こ げ茶 媚茶、鼠、藤鼠、黒 芝観茶、媚茶、茶

緋色 藤色

欄 無地 羽 二 重、縮緬 羽二 重、縮緬、上 八 丈、紬、桟留、竜紋 竜紋、上 田 、結 城、八
羽 二 重、縮緬、

鰍 『色道大 鏡』 嶋、縦 横縞、 田、結城 、八 丈 繻子、絹、上 田、結城 丈、羽二 重、紬、縮緬、
小 紋、縞 （嶋）

（通 ） （1678 年） 小紋 紬、嶋 （縞 ）、小紋 縮緬、嶋 （嶋）、小紋 嶋 （縞）、小紋

表 1 江戸男性服飾の 色彩・模 様
一

覧 （史料、『洒落本 大成』（1−29 巻）中央公 論社）

宝贋〜明和 嚇 天 明 職 享和 ・文化 ・文政以障

（1751 〜71 ） （1772 −80 ） （1781 −88 ） （1789 − 1800 ） （1801 −29 ＞

御納戸茶 鳶色 茶、鶸 茶、藍海松茶 茶、生壁色、御納戸 茶
茶、鳶色 鶸茶

茶色 茶、媚茶、当世茶 黄唐茶、青茶、御納戸 茶、媚茶 干 歳茶、丁子 茶 柳茶
御納戸茶、こげ茶

｛全 16色 ｝ こ げ茶、丁子 茶 茶 鳶色 媚 茶、路 考茶 、芝観 茶

童
鼠 鼠、灰 毛色 柳鼠、湊鼠 （深川 鼠） どぶ鼠、藤鼠、鼠、濃鼠 鼠

（全 7色 ）

藍さび 紺、花色 、 藍、御納戸、 藍、御納戸、藍御納 戸

青 空 色、紺．花色 空色、藍さび 藍、花色 花 色、藍御 納 戸 花色 、鉄 納戸 、紺

（全 9色） 浅黄 浅黄 鉄御納戸、紺

藤色、緋色、江 戸紫、黒
その 佗 黒、緋色 、紫

黒鳶 鳶、
黒、茄子 色、憲法 黒、憲法 黒、松葉色

　 表2 洒落本における男性服飾 の 色彩抽 出表 （史料 ：『洒落本 大成』（1−29 巻〉中央公論社）

【参考文献】 1 ）拙稿、洒 落本に お け る 男性服 飾
一 「黒 」 か ら 「青」

への 色彩変化
一

国 際服 飾学会 2008n ・33，　p47
・60

　　　　　　　2 ）本 稿 で 引 用 した洒 落本 はす べ て 『洒 落本 大 成』1・29 巻 （中央 公 論 社 1978 − 1988）
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